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蠍座　10/24〜11/22
【全　 体　 運】 欲張りになりがち。たくさんのものが手に入るときだからこそ、いらないものにはノーを。取捨選択を心がけて
【健　 康　 運】 食事は彩りが大事。よくかんで食べましょう
【幸運の食べ物】 ハクサイ

天秤座　9/23〜10/23
【全　 体　 運】 交友関係の広がりがラッキー要素を運んできます。人の話はよく聞いて熱心に情報収集を。学びの時間もつくって
【健　 康　 運】 話題のストレッチやサプリを試してみて
【幸運の食べ物】 カボチャ

○播種量目安（品種ごとに異なります）

作物名 播種量(10aあたり) 備考

エンバク ８～15kg 条播または全面散播

ソルゴー ２～６kg 条間60cm程度、5～8月まき

ヘアリーベッチ ３～５kg 単播またはライムギとの混播

クロタラリア 2～4kg 寒さに弱いため春まき

ライムギ 8～15kg 耐寒性強く越冬可能

○主なセンチュウに対する寄生される作物の一例
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ネコブ
キタ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

サツマイモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ネグサレ
キタ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ミナミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ダイズシスト ○

○主な効果
目的 主な緑肥作物 効果

有機物供給・地力維持 エンバク、ライムギなどす
べての緑肥

根と茎葉のすき込みで有機物を増
やす

窒素固定 ヘアリーベッチ、クロタラ
リアなどマメ科

根粒菌の働きで空気中の窒素を固
定し、土壌中の窒素を増加させる

センチュウ抑制 クロタラリア、マリーゴー
ルド、エンバクなど

根から分泌される成分でセンチュ
ウを減らす／センチュウを根に侵
入させ増殖を抑える／孵化を促す

雑草抑制 ソルゴー、ライムギ、エン
バクなど

生育が早く、被覆効果で雑草を抑
える

○主なセンチュウ抑制緑肥品種の一部

科 緑肥種類 品種
センチュウ名

ネコブ ネグサレ
ダイズシスト

キタ サツマイモ キタ ミナミ

イネ科

エンバク スナイパー ◎ ◎
エンバク野生種 ヘイオーツ ◎ ◎ ○
ライムギ Rー００７ ◎ ○
ソルゴー つちたろう ◎ ◎

マメ科
クロタラリア ネマックス ◎ ◎ ◎ ○
クリムソンクローバー くれない ◎

キク科 マリーゴールド アフリカトール ◎ ◎

センチュウ名

作物の種類

あぐり情報
Aguri Information

営農指導員
石井華奈

緑
肥
の
活
用
方
法

土
づ
く
り
を
図
る
上
で
、
堆
肥
の
施

用
以
外
に
緑
肥
を
導
入
す
る
こ
と
も

有
効
な
方
法
と
な
り
ま
す
。
緑
肥
と

は
、
作
物
を
そ
の
ま
ま
土
に
す
き
込
ん

で
有
機
物
や
養
分
を
補
う
た
め
の
植

物
で
す
。

今
回
は
そ
の
緑
肥
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

緑
肥
の
効
果

①
土
壌
構
造
の
改
善

緑
肥
作
物
を
す
き
込
み
す
る
こ
と

で
、
土
壌
中
に
有
機
物
が
供
給
さ
れ
、

土
壌
微
生
物
が
活
性
化
し
、
団
粒
化
を

促
進
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
土
壌
の
保

水
性
・
排
水
性
も
改
善
さ
れ
る
た
め
、

農
閑
期
や
播
種
前
の
土
壌
整
備
時
に
有

効
で
す
。

②
線
虫
対
策

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
や
ネ
グ
サ
レ
セ

ン
チ
ュ
ウ
な
ど
が
問
題
と
な
る
根
菜

類
・
豆
類
・
果
菜
類
で
は
、
セ
ン
チ
ュ

ウ
抑
制
効
果
の
あ
る
品
種
を
利
用
す
る

こ
と
が
有
効
な
対
策
と
な
り
ま
す
。

③
雑
草
抑
制
・
裸
地
回
避

農
閑
期
で
の
雑
草
の
繁
茂
や
、
強
風

時
の
土
埃
の
発
生
を
防
ぐ
目
的
で
緑
肥

を
活
用
す
る
の
も
有
効
で
す
。
ま
た
、

耐
寒
性
の
あ
る
緑
肥
に
よ
っ
て
、
冬
期

の
裸
地
状
態
を
回
避
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

④
窒
素
固
定

マ
メ
科
作
物
の
根
に
共
生
す
る
根
粒

菌
の
働
き
で
、
空
気
中
の
窒
素
を
固
定

し
、
土
壌
中
の
窒
素
成
分
を
増
加
さ
せ

ま
す
。

⑤
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ク
ロ
ッ
プ

施
設
ハ
ウ
ス
な
ど
の
過
剰
塩
類
を
吸

収
さ
せ
、
搬
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
塩

類
除
去
を
行
い
ま
す
。

栽
培
方
法

○
播
種
時
期

・
春
ま
き（
３
～
６
月
）エ
ン
バ
ク
、
ク

ロ
タ
ラ
リ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ソ

ル
ゴ
ー
な
ど

・
秋
ま
き（
９
～
１１
月
）ラ
イ
ム
ギ
、
ヘ
ア

リ
ー
ベ
ッ
チ
な
ど

○
施
肥

施
肥
は
基
本
的
に
は
不
要
で
す
。
土

壌
養
分
が
不
足
し
て
い
る
場
合
は
、
少

量
の
施
肥
を
行
い
ま
す
。（
過
剰
な
窒
素

施
肥
は
徒
長
や
病
害
を
招
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

○
管
理

・
発
芽
後
は
密
植
に
よ
り
雑
草
を
抑
え

る
。

・
生
育
が
旺
盛
な
ソ
ル
ゴ
ー
な
ど
は
適
宜

刈
り
戻
し
し
て
倒
伏
防
止
す
る
。

・
病
害
虫
が
発
生
し
た
場
合
は
早
め
に
す

き
込
む
。

○
す
き
込
み
・
活
用
の
タ
イ
ミ
ン
グ

・
す
き
込
み
時
期

茎
葉
が
柔
ら
か
く
分
解
が
ス
ム
ー
ズ
と

な
る
開
花
期
～
開
花
初
期
が
最
も
効
果

的
で
す
。（
茎
が
固
く
な
る
と
分
解
が
遅

れ
ガ
ス
障
害
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
の
で

要
注
意
。）

春
ま
き
は
梅
雨
明
け
前
、
秋
ま
き
は

越
冬
後
３
〜
５
月
の
す
き
込
み
が
目
安

で
す
。

・
す
き
込
み
後
の
管
理

　

す
き
込
み
後
は
３
～
４
週
間
ほ
ど
の
腐

熟
期
間
を
確
保
し
て
か
ら
次
作
を
定
植

ま
た
は
播
種
し
ま
す
。

○
注
意
点

・
セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策
の
場
合
は
単
一
品
種

の
連
用
を
避
け
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
＋

イ
ネ
科
緑
肥
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
と

さ
ら
に
効
果
的
で
す
。

・
ク
ロ
タ
ラ
リ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
は

寒
さ
に
弱
い
た
め
秋
ま
き
に
は
不
向
き

で
す
。

・
連
作
地
で
は
収
穫
作
物
と
同
科
の
緑
肥

を
避
け
、
病
害
リ
ス
ク
の
低
い
科
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

以
下
の
表
は
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
寄
生
す

る
作
物
の
一
例
と
セ
ン
チ
ュ
ウ
抑
制
緑

肥
品
種
の
一
部
で
す
。
緑
肥
は
お
取
り

寄
せ
商
品
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

各
経
済
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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